
九州地方整備局

九州地域活性化シンポジウム ～ゲートウェイ九州とインフラのストック効果～
（ストック効果と九州の将来に関するシンポジウム）を開催 (H27.4.27)

■九州の更なる経済活性化に向けたシナリオを、地域や経済界と共有するシンポジウムを開催。
■地元経済界１０２名を含む５４０名がＪＲ九州ホール（博多駅９Ｆ)に参加。
■経済界からも九州の飛躍に向け、インフラのストック効果や九州圏広域地方計画に期待する声が多く上がった。

経済界、自治体から多くの参加

金尾整備局長

◇第一部 講演

○九州から日本を動かそう！
九州経済連合会 麻生会長

○九州経済にもたらすインフラストック効果
九州経済調査協会 田代部長

○新たな九州圏広域地方計画について
九州地方整備局 小滝副局長

◇第二部 パネルディスカッション

テーマ：
「ゲートウェイ九州の実現とそれを支える
インフラのストック効果」

コーディネーター：
九州経済調査協会 森本理事長

パネリスト：
九州経済連合会 麻生会長
宮崎県商工会議所連合会 米良会頭
九州観光推進機構 高橋専務理事
九州大学産学連携センター谷口教授
九州地方整備局 金尾局長

会場でのストック効果パネル掲示

・九州はアジアと連携し成長するアドバンテージあり。

・過去20年間で急速に整備が進んだ高速交通網とゲー
トウェイ機能のストック効果が九州を元気に。

・宮崎では東九州自動車道の開通により地域経済が動
き始めた。

・製造業に加え、農業と観光を九州の基幹産業に。
今後もインフラ整備による競争力向上に期待。

・日本の成長のためアジアゲートウェイを強化する地域
戦略「広域地方計画」を共通のシナリオに。

九経連 麻生会長
「地域間競争に勝てる九州を
現役の我々で実現し日本を動かそう！」

「ストック効果を最大限発揮し、民間活力を誘発す
る社会資本整備で九州の経済を支えます。」

（麻生会長）

（田代部長）

（米良会頭）

（谷口教授）

（森本理事長）

・地域がどう稼ぐかをあらかじめ考えてインフラを整備す
ることが大切。







九州地方整備局

九州地域活性化シンポジウム

■九州の更なる経済活性化に向けたシナリオを、地域や経済界と共有するリレーシンポジウムを宮崎で開催。
■地元経済界、自治体など約６１０名が参加。
■経済界、自治体から東九州の発展に向け、「インフラのストック効果」の更なる発現や「九州圏広域地方計画」に
期待する声が多く挙がった。

経済界、自治体から多くの参加

（小平企画部長）

◇第一部 基調講演

○九州から日本を動かそう！（ビデオメッセージ）

九州経済連合会 麻生会長

○記者が見た開通
～つながる東九州道 整備効果と課題～

宮崎日日新聞社報道部 前田記者

○新たな九州圏広域地方計画について
九州地方整備局 小平企画部長

◇第二部 パネルディスカッション
テーマ：
「東九州新時代の地域経済の発展とそれを
支えるインフラのストック効果」

コーディネーター：
宮崎県商工会議所連合会 米良会頭

・フェリー輸送に関しては、港と道路との連携により観光・
旅客で大きな効果が出ている。

・農業分野に関しては、東九州道の開通により時間が短
縮され、コスト軽減が図られ有利になった。
・海外へのスイトピーなど農産物の出荷が好調であり空
港、港、道路などのインフラ整備に期待。

・ストック効果やインフラの必要性について、理解し、共通
認識を持って進めていくことが重要。

（黒木社長）

（新森会長）

（内田副知事）

・宮崎では細島港と東九州道の整備による人流・物流な
どインフラのストック効果が出ている。

・それぞれの地域が優位性を認識して新たな人の交流が
生まれることが大事。

～東九州新時代の地域経済の発展とそれを支えるインフラのストック効果～
リレーシンポジウムin宮崎 (H27.6.25)

パネリスト：
宮崎カーフェリー 黒木社長
ＪＡ宮崎経済連 新森会長
宮崎県 内田副知事
九州地方整備局 小平企画部長

写真張り替え
宮崎シンポ

「大分－宮崎が開通し、観光・消費、食、教育等
の様々な面でストック効果を発揮している。」

宮崎日日新聞社 前田記者

「宮崎はインフラ整備により動き始めている。
東九州新時代に向け、皆で一緒に考え、知恵
を出し、動くことが大事。」

宮崎県商工会議所連合会 米良会頭



14:00～
MRT micc ダイヤモンドホール

国土交通省九州地方整備局
（一社 )宮崎県商工会議所連合会

（一社 )九州経済連合会　（公財 )九州経済調査協会
宮崎県市長会       宮崎県町村会               JA 宮崎中央会
JA宮崎経済連     宮崎県経営者協会     宮崎経済同友会　    
宮崎県商工会連合会    宮崎県中小企業団体中央会
（公財 )みやざき観光コンベンション協会
（公社 )宮崎市観光協会 　( 一社）宮崎県建設業協会 
( 株 ) 宮崎日日新聞社　NHK宮崎放送局 　MRT宮崎放送
UMKテレビ宮崎　　宮崎県　宮崎市

27　6　25開催日時開催日時

開催場所開催場所

主　　催主　　催

後　　援後　　援

平成平成 月 日年 木

　　　　

入場入場
無料無料

定員500 名定員 500 名

　　　　

  九州では東九州自動車道開通に代表されるように、社会資本整備の進展により地域での経済活動に
好影響を与えている例が各地でみられます。
  また、現在策定中の「九州圏広域地方計画」では、世界の成長センターであるアジアの成長力を日本
に取り込む戦略として、港湾・空港などの国際ゲートウェイを強化するとともに、高速交通ネットワーク
で九州各地の地域資源の付加価値を向上させて更なる飛躍を目指し、九州から日本を元気にする未来
を描いています。
　本シンポジウムでは、九州の経済の動きや今後の展望について、特に東九州に
着目し、講演やパネルディスカッションを通じて、東九州内の関係者が連携し、日本
の経済成長に貢献していくことを目指しています。

　　　

（※順不同）

東九州新時代の東九州新時代の
 インフラストック効果 インフラストック効果
東九州新時代の
 インフラストック効果
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※駐車場に限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用下さい。

MRTパーキング
 宮崎市橘通西4丁目６－３
  TEL：0985-22-１１１１
【収容台数　最大２５０台】



　　　　　　九州地域活性化シンポジウム
『東九州新時代のインフラストック効果』

  〈プログラム〉

  第１部

  第２部

  開　会

  閉　会

金尾　健司　（九州地方整備局長）
河野　俊嗣　（宮崎県知事）

九州から日本を動かそう　Let’s move japan forward  from 九州！（ビデオメッセージ）

テーマ  ｢東九州新時代の地域経済の発展とそれを支えるインフラストック効果｣

｢記者が見た開通   ～つながる東九州道　整備効果と課題～｣

新たな九州圏広域地方計画について　｢日本の成長センター・ゲートウェイ九州｣ ～新しい風を西から～

麻生　泰　　 (（一社）九州経済連合会　会長）

戸敷　正　　（宮崎県市長会 会長・宮崎市長）

  14:00～14：20

  14:25～15：15

コーディネーター

パネリスト

前田　潤一郎 （（株）宮崎日日新聞社　報道部記者）

小平　卓　　 (九州地方整備局　企画部長）　　　　

小平　卓　　(九州地方整備局　企画部長）　　　　
※プログラムは都合により変更する場合があります。

米良　充典　((一社)宮崎県商工会議所連合会　会頭）

新森　雄吾　(JA宮崎経済連　代表理事会長）
黒木　政典　(宮崎カーフェリー(株)代表取締役社長）

内田　欽也　(宮崎県副知事）

  15:25～17：05

17：05

  休　憩
  15:15～15：25

  挨      拶

  基調講演

  パネルディスカッション

　（一社）九州経済連合会（麻生セメント（株）代表取締役社長）

　麻生　泰 あそう　ゆたか
【主な職歴】
 1985年5月　（社）九州・山口経済連合会　評議員
 1996年5月　（社）九州・山口経済連合会　理事
 2004年5月　（社）九州・山口経済連合会　国際委員会委員長
 2013年6月　（一社）九州経済連合会　会長

講演者（敬称略）

パネリスト（敬称略）

コーディネーター（敬称略）

　(株)宮崎日日新聞社　報道部記者

　前田　潤一郞 まえだ　じゅんいちろう
【主な職歴】
 2005年4月　(株)宮崎日日新聞社入社
 2013年4月　報道部高速道路担当記者として
　　　　　　｢カウントダウン東九州道延岡ー宮崎｣
　　　　　　｢カウントダウン東九州道大分ー宮崎｣など連載

　宮崎カーフェリー(株)　代表取締役社長

　黒木　政典 くろき　まさのり
【主な職歴】
2003年6月　(株)マリンエキスプレス 　代表取締役社長　
2004年4月　宮崎カーフェリー(株)　代表取締役社長　　　　   
2011年6月　(公社)宮崎市観光協会　会長
2013年7月　(公社)宮崎市観光協会　顧問　           

　国土交通省 九州地方整備局 企画部長

　小平　卓 こだいら　たく
【主な職歴】
 1988年4月　建設省入省
 2012年4月　独立行政法人　水資源機構 経営企画部　企画課長
 2013年9月　環境省　放射性物質汚染対処技術統括官付参事官
 2015年4月　国土交通省　九州地方整備局企画部長

　（一社）宮崎県商工会議所連合会　会頭
　　（米良電機産業(株)代表取締役社長）

　米良　充典 めら　みつのり
【主な職歴】
 2007年11月　宮崎商工会議所　副会頭
 2010年11月　宮崎商工会議所　会頭
 2010年11月　宮崎県商工会議所連合会　会頭

　JA宮崎経済連　代表理事会長

　新森　雄吾 しんもり　ゆうご
【主な職歴】
 2004年4月　JA都城　常務理事 　
 2005年7月　JA都城　代表理事組合長　　　　   
 2011年6月　JA宮崎信連　経営管理委員会会長
 2014年6月　JA宮崎経済連　代表理事会長

 
　宮崎県副知事

　内田　欽也 うちだ　よしなり
【主な職歴】
 1990年  4月　建設省入省
 2012 年 6月　国土交通大臣秘書官
 2012年12月　国土交通省　土地・建設産業局建設業課入札制度
　　　　　　  企画指導室長
 2013年  4月　宮崎県副知事



九州地方整備局

九州地域活性化シンポジウム in 長崎 （H27.7.15）

■九州の更なる経済活性化に向けたシナリオについて地域や経済界と共有するリレーシンポジウムを長崎で開催。
■地元経済界、自治体 １７７名を含む約４００名が参加。
■経済界、自治体から西九州の発展に向け、「インフラのストック効果」の更なる発現や「九州圏広域地方計画」に
期待する声が多く挙がった。

経済界、自治体から多くの参加

（田代常務理事）

◇第一部 基調講演

○九州から日本を動かそう！（ビデオメッセージ）

九州経済連合会 麻生会長

○長崎がもつポテンシャルと地方創生
長崎経済同友会代表幹事
長崎県観光連盟 宮脇会長

○新たな九州圏広域地方計画について
九州地方整備局 小平企画部長

◇第二部 パネルディスカッション
テーマ： 「西九州の潜在力（ポテンシャル）を

高めるインフラ投資」

コーディネーター：
九州経済調査協会 田代常務理事

（藤本会長）

（村木会長）

（池田議長）

「道路や港整備などのストック効果による活性化が
進んでいる。今後は更なる発現に向け、地域状況
を把握し、関係者が連携した取り組みを進める。」

西九州地域の潜在力を高めるインフラ投資とストック効果

パネリスト：
長崎旅客船協会 村木会長
佐世保地域経済活性化推進協議会

池田議長
長崎商工会議所青年部 藤本会長
長崎大学経済学部 山口准教授
長崎県 里見副知事
九州地方整備局 小平企画部長

「長崎は観光面でのポテンシャルが高く、インフラ
の役割が大きい。」

長崎県観光連盟 宮脇会長

・現れているストック効果をより効果的に発現するために
は、ハードとソフト（人材育成）が重要。

長崎県 里見副知事

～新時代の出島をめざして～

ポテンシャル

ゲートウェイ

（山口准教授）

・世界新三大夜景である長崎の夜景が維持されているの
は、地域の道路ネットワークの効果もある。

・インフラの必要性やストック効果について、地域・人・企
業が係わり、将来を見越して進めていくことが重要。

・離島の維持、活性化を図るためには、交通機関の維持、
拡大などのインフラ整備が重要。

・佐世保では西九州道のストック効果として、企業立地と
雇用の増加が進んでいる。
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